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二色の浜のアマモ場の生物調査（2021－2023年） 

 

山田浩二（貝塚市立自然遊学館）・和田太一（NPO法人南港ウェットランドグループ） 

Biological survey of eelgrass field in the Nishiki Beach（2021-2023） 

Koji YAMADA・Taichi WADA 

 

Abstract: Qualitative biological survey were conducted from 2021 to 2023 near the eelgrass 

beds that grow naturally on Nishiki Beach in Kaizuka City, Osaka Prefecture. The combined 

results of the six surveys revealed a total of 131 species from 11 phyla, 21 classes, 41 orders, 

and 92 families. As for each group, one species from the phylum Porifera, five species from the 

phylum Cnidaria, one species from the phylum Platyhelminthes, one species from the phylum 

Capraeida, 42 species from the phylum Mollusca, four species from the phylum Annelida, 37 

species from the phylum Arthropoda, one species from the phylum Ectoprocta, one species 

from the phylum Echinodermata, nine species from the phylum Echinodermata, 29 species 

from the phylum Chordata were identified. 
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はじめに 

貝塚市にある二色の浜の砂浜海岸は、春は潮干狩り、夏は海水浴場として多くの市民に親しまれ、

2024年 5月には国際 NGO FEE（国際環境教育基金）による「きれいで安全で誰もが楽しめる優しい

ビーチ」が認められ、国際環境認証「ブルーフラッグ」を取得した。また 2014 年度には生物多様

性の観点から重要度の高い湿地として、「二色の浜，近木川および男里川の河口部」は環境省から

「日本の重要湿地 №328」として選定されている。二色の浜北側の浅海域では 2005年からアマモ

Zostera marina の自生が確認され（山田、2006）、大阪府北端のアマモ場として現在まで維持され

ている。アマモ場の形成と共に、そこを主な棲みかとするヒメイカやヨウジウオ類などの生物たち

も生息するようになったため、定性的な生物相の調査を 2014 年から継続して行ってきた（山田・

和田、2024 ほか）。本稿ではアマモ場付近の定性的な生物調査を行った 2021 年から 2023年にかけ

ての 3年分の結果を報告する。 

 

調査方法 

アマモ場および隣接する離岸堤において、2021 年 5 月

29日、8月 25日、2022年 5月 4日、8月 10日、2023年 5

月 10日、9月 25日のいずれも大潮前後の昼間の干潮時に

生物の定性調査を行った（図 1）。2人もしくは 3人でタモ

網を用いて、アマモの群生している箇所での水中すくい取

貝塚の自然 24：18-23, 2025 

   図 1. 二色の浜のアマモ場 

   （2021 年 5月 29日） 
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りや、海底表層の砂泥をふるっての採集のほか、アマモ

の葉上や茎に着いた生物を徒手で採集を行った。また、

離岸堤に沿ってシュノーケリングによる目視観察や、ブ

ロック基質に付着している生物や隙間に隠れている生物

を素手やタモ網で採集した。これらの調査によって採集

した生物の一部は、70％エタノール液浸標本として自然

遊学館に保存した。 

 
 

結果と考察 

本調査地での 6 回の調査結果を合わせると、海綿動物

門普通海綿綱 1 種、刺胞動物門 5 種（ヒドロ虫綱 2 種、

鉢虫綱 1種、花虫綱 2種）、扁形動物門渦虫綱 1種、紐型

動物門担帽綱 1種、軟体動物門 42種（多板綱 1種、腹足

綱 30 種、二枚貝綱 9 種、頭足綱 2 種）、環形動物門多毛

綱 4 種、節足動物門 37 種（顎脚綱 1 種、軟甲綱 36 種）、

外肛動物門苔虫綱 1種、箒虫動物門ホウキムシ綱 1種、棘

皮動物門 9 種(ヒトデ綱 2 種、クモヒトデ綱 3 種、ウニ綱

3種、ナマコ綱 1種)、脊索動物門軟骨魚綱 1種、硬骨魚

綱 28種の計 11門 21綱 41目 92科 131種が記録された（表

1）。なお、アメフラシは卵嚢のみの確認であったが種数

に含めた。 

海綿動物門は離岸堤のコンクリートブロックに固着し

ており、クロイソカイメンが多く見られた。刺胞動物門

は海中に浮遊するカザリクラゲやアカクラゲなどのほか、

固着性のベリルイソギンチャクなどが見られた。 

扁形動物門は渦虫綱のミドリヒラムシが 3回にわたり観

察された。紐型動物門は縞模様が特徴的なリュウキュウヒ

モムシ（図 2）が 2021年に見られた。 

軟体動物門は多板綱のヤスリヒザラガイや二枚貝綱の

カリガネエガイ、ナミマガシワなどが離岸堤のブロック

に付着していた。腹足綱のチグサガイやシマハマツボ、

モロハタマキビ、ウミナメクジ、頭足綱のヒメイカなど

はアマモの葉上で見られたほか、底質の砂泥を網でふる

うと腹足綱のヨコイトカケギリやマツシマコメツブ（図

3）、二枚貝綱のアサリやユウシオガイなどが採集された。

図 2. リュウキュウヒモムシ 

図 5. ヨツデヒゲナガ 

図 4. キンセンウミウシ 

図 3. マツシマコメツブ 
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マツシマコメツブは本調査では初めての記録であるが、 二色の浜へ注ぐ近木川河口ではこれまで

に記録されている（和田ほか、2015）。また、キヌハダウミウシ科のキンセンウミウシ （図 4）は貝

塚市では初記録であり、大阪湾ではこれまで加太地区および洲本市由良湾・成ヶ島でのみ記録されてい

る種である（ 成ヶ島探見の会、2023 ；大阪湾ウミウシ観察会、2024）。 

節足動物門は顎脚綱のクロフジツボが離岸堤のブロッ

クに多数固着していた。軟甲綱は海藻のホンダワラ類に付

着して多く見られるワレカラ類や海底の礫の下で多く見

られるヨコエビ類のほか、エビ類 5種、スナモグリ科のハ

ルマンスナモグリ、ヤドカリ類 8種、カニ類 12種が見ら

れた。ヒゲナガヨコエビ科のヨツデヒゲナガ（図 5）、エ

ンマヨコエビ科のツルギトゲホホヨコエビ（図 6）は 2014

年度からの本調査では初めての記録となった。ヒゲナガヨ

コエビ科は海草藻場でみられる代表的なヨコエビで多くの

種があり、有山（2022）を参照して第１・第 2咬脚の形態および第 3腹節後縁下端の形態などから種を

同定した。ヨツデヒゲナガは大阪府レッドリスト 2014 ではヒゲナガヨコエビ属の一種（2014 年当時は

和名未定）で「情報不足」と評価されており（大阪府、2014）、大阪府では阪南 2 区人工造成干潟と二

色の浜でのみ記録がある種である（石田ほか、2014；山田、2003）。本調査では二色の浜のアマモやホ

ンダワラ類の葉上から得られた。また、2022年 8月 10日に採集したイクビホンヤドカリは貝塚市の

海岸では初記録となった（山田、2022）。 

外肛動物門は 2015 年から二色の浜で確認されている苔虫綱のホンダワラコケムシの群体が離岸

堤のブロック壁面に付着していた。箒虫動物門は 2018 年から二色の浜で確認されているホウキム

シ綱のヒメホウキムシの群体（山田・久保田、2021）が離岸堤のブロック壁面に付着していた。 

棘皮動物門はヒトデ綱のイトマキヒトデやマヒトデが離岸堤のブロック壁面を匍匐していたほ

か、クモヒトデ綱のナガトゲクモヒトデやニホンクモヒトデなどが海底の礫の下で見かけ、ウニ綱

では砂泥底でよく見かけるサンショウウニや離岸堤のブロックの隙間などで見かけるムラサキウ

ニなどが、そして、ナマコ綱ではマナマコが確認された。 

脊索動物門は軟骨魚綱ではアカエイが海底付近で遊

泳しているのがみられた。硬骨魚綱ではボラやクロダ

イ、アイゴ、イシダイ、クサフグなどの遊泳魚や、カ

サゴ、コケギンポ（図 7）、ナベカなどの底生魚のほか、

オクヨウジ、ヨウジウオ、アミメハギなどアマモ場に

強く依存する魚種が見られた。 

今後も二色の浜のアマモ場周辺での出現種をモニタリングすることにより、本海域の生物相の把

握に努め、生物多様性の保全に向けての基礎資料としたい。 

  

 

図 7. コケギンポ 

図 6. ツルギトゲホホヨコエビ 
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表1．二色の浜アマモ帯および離岸堤で確認された生物 　2021年～2023年

2021年 2022年 2023年
5月29日 8月25日 5月4日 8月10日 5月10日 9月25日

海綿動物門 普通海綿綱 磯海綿目 イソカイメン科 クロイソカイメン Halichondria okadai ○ ○
刺胞動物門 ヒドロ虫綱 花クラゲ目 エボシクラゲ科 カザリクラゲ Leuckartiara hoepplii ○

淡水クラゲ目 ハナガサクラゲ科 カギノテクラゲ Gonionemus vertens ○
鉢虫綱 旗口クラゲ目 オキクラゲ科 アカクラゲ Chrysaora pacifica ○
花虫綱 イソギンチャク目 ウメボシイソギンチャク科 ベリルイソギンチャク Anthopleura inornata ○ ○

タテジマイソギンチャク科 タテジマイソギンチャク Diadumene lineata ○ ○
扁形動物門 渦虫綱 多岐腸目 ヤワヒラムシ科 ミドリヒラムシ Stylochoplana clara ○ ○ ○
紐形動物門 担帽綱 異紐虫目 リネウス科 リュウキュウヒモムシ Iwatanemertes piperata ○
軟体動物門 多板綱 新ヒザラガイ目 ウスヒザラガイ科 ヤスリヒザラガイ Lepidozona coreanica ○ ○ ○ ○ ○ ○

腹足綱 古腹足目 ニシキウズガイ科 チグサガイ Cantharidus japonicus ○ ○ ○ ○ ○
コシダカガンガラ Omphalius rusticus ○ ○ ○ ○ ○ ○
アシヤガイ Granata lyrata ○ ○

サザエ科 サザエ Turbo (Batillus) cornutus ○ ○
新生腹足目 オニノツノガイ科 コベルトカニモリ Cerithium dialeucum ○ ○ ○

スズメハマツボ科 スズメハマツボ Diala semistriata ○ ○
ウキツボ科 シマハマツボ Alaba picta ○ ○ ○ ○
タマキビ科 モロハタマキビ Lacuna carinifera ○ ○ ○ ○
リソツボ科 タマツボ Alvania concinna ○ ○

スジウネリチョウジガイ Rissoina costulata ○
ムカデガイ科 オオヘビガイ Thylacodes adamsii ○ ○ ○ ○
アッキガイ科 イボニシ Reishia clavigera ○ ○ ○

アカニシ Rapana venosa ○
レイシガイ Thais (Reishia) bronni ○ ○ ○

フトコロガイ科 ムギガイ Mitrella bicincta ○ ○
ムシロガイ科 アラムシロ Reticunassa festiva ○ ○ ○ ○

異旋目 トウガタガイ科 ヨコイトカケギリ Cingulina cingulata ○
ヨコイトカケギリダマシ Paracingulina terebra ○

頭楯目 クダタマガイ科 マツシマコメツブ Decorifer matusimanus ○
ブドウガイ科 ブドウガイ Haloa japonica ○ 卵のう ○ ○

アメフラシ目 アメフラシ科 アメフラシ Aplysia kurodai 卵のう
フレリトゲアメフラシ Bursatella leachii ○
ウミナメクジ Petalifera punctulata 卵のう ○ ○ ○

嚢舌目 チドリミドリガイ科 イズミミドリガイ Elysia nigrocapitata ○ ○
ヒラミルミドリガイ Elysia trisinuata ○ ○

裸鰓目 クロシタナシウミウシ科 クロシタナシウミウシ Dendrodoris arborescens ○ ○
フジタウミウシ科 クロコソデウミウシ Polycera hedgpethi ○
キヌハダウミウシ科 キンセンウミウシ Gymnodoris amakusana ○
メリベウミウシ科 ムカデメリベ Melibe viridis ○ ○

汎有肺目 カラマツガイ科 カラマツガイ Siphonaria japonica ○ ○ ○
二枚貝綱 フネガイ目 フネガイ科 カリガネエガイ Barbatia (Savignyarca) virescens ○ ○ ○ ○ ○

ミミエガイ Arcopsis symmetrica ○
マルミミエガイ Didimacar tenebrica ○

イガイ目 イガイ科 ホトトギスガイ Musculista senhousia ○ ○ ○ ○
カキ目 ナミマガシワ科 ナミマガシワ Anomia chinensis ○ ○ ○
マルスダレガイ目 ニッコウガイ科 ヒメシラトリ Macoma incongrua ○ ○

ユウシオガイ Moerella rutila ○
マルスダレガイ科 アサリ Ruditapes philippinarum ○ ○ ○
バカガイ科 バカガイ Mactra chinensis ○

頭足綱 コウイカ目 ヒメイカ科 ヒメイカ Idiosepius paradoxus ○ ○
八腕形目 マダコ科 マダコ Octopus cf. vulgaris ○

環形動物門 多毛綱 ミズヒキゴカイ目 ミズヒキゴカイ科 ミズヒキゴカイ Cirriformia tentaculata ○ ○
ケヤリムシ目 ケヤリムシ科 ケヤリムシ Sabellastarte japonica ○

カンザシゴカイ科 ヤッコカンザシゴカイ Pomatoleios kraussii ○ ○ ○
ウズマキゴカイ科 ウズマキゴカイ科の一種 Spirorbidae gen sp. ○ ○

節足動物門 顎脚綱 無柄目 クロフジツボ科 クロフジツボ Tetraclita japonica ○ ○ ○ ○
軟甲綱 端脚目 ワレカラ科 トゲワレカラ Caprella scaura ○ ○

ワレカラ科の一種 Caprellidae gen.sp. ○
ヒゲナガヨコエビ科 ニッポンモバヨコエビ Ampithoe lacertosa ○ ○

モズミヨコエビ Ampithoe valida ○
ヨツデヒゲナガ Ampithoe tarasovi ○
ヒゲナガヨコエビ科の一種 Ampithoidae gen sp. ○ ○ ○ ○

アゴナガヨコエビ科 アゴナガヨコエビ属の一種 Pontogeneia sp. ○ ○
エンマヨコエビ科 ツルギトゲホホヨコエビ Paradexamine setigera ○
ユンボソコエビ科 ニホンドロソコエビ Grandidierella japonica ○ ○

十脚目 テナガエビ科 スジエビモドキ Palaemon serrifer ○
アシナガスジエビ Palaemon ortmanni ○ ○ ○

テッポウエビ科 テッポウエビ Alpheus brevicristaus ○
セジロムラサキエビ Athanas japonicus ○

モエビ科 コシマガリモエビ Heptacarpus geniculatus ○ ○
スナモグリ科 ハルマンスナモグリ Nihonotrypaea harmandi ○
ヤドカリ科 イザナミツノヤドカリ Diogenes izanamiae ○ ○ ○

コブヨコバサミ Clibanarius infraspinatus ○
ケブカヒメヨコバサミ Paguristes artmanni ○ ○

ホンヤドカリ科 ユビナガホンヤドカリ Pagurus minutus ○ ○ ○ ○ ○ ○
ホンヤドカリ Pagurus filholi ○
ケアシホンヤドカリ Pagurus lanuginosus ○ ○ ○ ○
イクビホンヤドカリ Pagurus proximus ○

カニダマシ科 コブカニダマシ Pachycheles stevensii ○ ○
コブシガニ科 カネココブシ Philyra kanekoi ○
ガザミ科 イシガニ Charybdis japonica ○ ○ ○

タイワンガザミ Portunus pelagicus ○ ○
フタハベニツケガニ Thalamita sima ○ ○

オウギガニ科 ケブカアワツブガニ Gaillardiellus orientalis ○
スベスベオウギガニ Sphaerozius nitidas ○
ヘリトリマンジュウガニ Atergatis reticulatus ○
オウギガニ Leptodius exaratus ○ ○

モクズガニ科 イソガニ Hemigrapsus sanguineus ○ ○ ○ ○ ○
スネナガイソガニ Hemigrapsus longitarsis ○
ヒライソガニ Gaetice depressus ○ ○ ○ ○
ウモレマメガニ Pseudopinnixa carinata ○

ベンケイガニ科 ヒメベンケイガニ Nanosesarma minutum ○ ○ ○ ○

学名門 綱 目 科 種
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表1（続き）．二色の浜アマモ帯および離岸堤で確認された生物 　2021年～2023年

外肛動物門 苔虫綱 櫛口目 フクロコケムシ科 ホンダワラコケムシ Zoobotryon pellucidum ○ ○
箒虫動物門 ホウキムシ綱 ホウキムシ目 ホウキムシ科 ヒメホウキムシ Phoronis iijimai ○ ○ ○ ○
棘皮動物門 ヒトデ綱 アカヒトデ目 イトマキヒトデ科 イトマキヒトデ Patiria pectinifera ○ ○ ○ ○ ○ ○

マヒトデ目 マヒトデ科 マヒトデ Asterias amurensis ○
クモヒトデ綱 クモヒトデ目 チビクモヒトデ科 チビクモヒトデ科の一種 Ophiactis gen.sp. ○

トゲクモヒトデ科 ナガトゲクモヒトデ Ophiothrix (Ophiothrix )exigua ○ ○
クモヒトデ科 ニホンクモヒトデ Ophioplocus japonicus ○ ○

ウニ綱 ホンウニ目 サンショウウニ科 サンショウウニ Temnopleurus toreumaticus ○ ○ ○
オオバフンウニ科 バフンウニ Hemicentrotus plucherrimus ○
ナガウニ科 ムラサキウニ Heliocidaris crassispina ○ ○ ○ ○

ナマコ綱 楯手目 シカクナマコ科 マナマコ Apostrichopus armata ○
脊索動物門 軟骨魚綱 トビエイ目 アカエイ科 アカエイ Hemitrygon akajei ○

硬骨魚綱 ウナギ目 アナゴ科 マアナゴ Conger myriaster ○
トゲウオ目 ヤガラ科 アオヤガラ Fistularia commersonii ○

ヨウジウオ科 オクヨウジ Urocampus nanus ○ ○
ヨウジウオ Syngnathus schlegeli ○ ○ ○ ○ ○

ボラ目 ボラ科 ボラ Mugil cephalus cephalus ○ ○ ○ ○
スズキ目 メバル科 メバル属の一種 Sebastes sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

タケノコメバル Sebastes oblongus ○
カサゴ Sebastiscus marmoratus ○ ○

フエダイ科 クロホシフエダイ Lutjanus russellii ○
タイ科 クロダイ Acanthopagrus schlegelii ○ ○ ○
メジナ科 メジナ Girella punctata ○ ○
ベラ科 キュウセン Halichoeres poecilopterus ○ ○ ○
カジカ科 アサヒアナハゼ Pseudoblennius cottoides ○ ○ ○ ○
タウエガジ科 ムスジガジ Ernogrammus hexagrammus ○
コケギンポ科 コケギンポ Neoclinus bryope ○ ○
イソギンポ科 ナベカ Omobranchus elegans ○ ○ ○

ニジギンポ Petroscirtes breviceps ○ ○ ○
ハゼ科 ドロメ Chaenogobius gulosus ○ ○ ○ ○ ○

ヒメハゼ Favonigobius gymnauchen ○ ○ ○ ○
スズメダイ科 オヤビッチャ Abudefduf vaigiensis ○ ○
アイゴ科 アイゴ Siganus fuscescens ○ ○
イシダイ科 イシダイ Oplegnathus fasciatus ○

ナマズ目 ゴンズイ科 ゴンズイ Plotosus japonicus ○ ○
フグ目 カワハギ科 アミメハギ Rudarius ercodes ○ ○ ○ ○

カワハギ Stephanolepis cirrhifer ○
フグ科 クサフグ Takifugu alboplumbeus ○ ○ ○ ○

コモンフグ Takifugu flavipterus ○
ヒガンフグ Takifugu pardalis ○

計 34 48 37 68 60 52  

 


